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1，はじめに　　建物近傍域の ガス 濃度拡散につ い て．これまで 建物から

やや 離れ た風下 域（3く x1H ＜ IO；x ：風下 距 離，H ：建 物高さ）で は 濃度 予測式が

提案
i，されて い る 。しか し ご く近傍域 （溜 1≦3）に つ い て は、こ れ ま での

と ころ 定量的に評価 で きる適切な式はな い。前eq［eに 続き ご く近傍 の 地

表の 濃度 にっ いて拡散 に有効な容積を新たに 提案し、こ れに基づく地表

最 大 濃 度の 定 式 化 を行 っ た n

2．風洞実験概要　　実験 は 清 水 建 設 の 回 流 式 風 洞 を 用 い た （2．4mH ×

2，6mw × 15．OmL）。建 物 モ デル に は 高 さH＝8cmの 直方体を用 い 建物の 横幅

W を変化 させ た （奥行き L；8cm 。横幅W ・8，16，32，48cm の 4種）。建 物模型 は

風 に 対 し て W が 正 対 す る よ う に 設 置 し た （図 D。建物風 下 壁 に は 内 径

0，4cm の パ イ プを設置 し エ タン ガス （C21
．lpを窒素ガ ス と混合 し排出 した

（排出源高 さhs・0〜16cm）。エ タン 濃度 の 分析は 炭化水素計を用 いた （サ

ンプリン グ時間6G秒）。流れ は、縮尺11400の 気流 を用 い （べ き 指数 0．2軒

高の 流れ方向乱流強度 17％）、建物高 さの 風速 をU 冩5．OtTVsと した （排出速

度比VIU＝O．5．V：排出速度）。基本的なデ
ー

タ整理に は 無次元化濃度 C  、

VH
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図 1建物モ デル お よ び排出源 の 配 置
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（騙CUIP！Q）を用 い た （c ：測 定 点 の ガス 濃度 ．Q ：ガ ス排 出 量 ）。また・原 図2 排出源高さ 変化 と　 図3 排 出源高 さ変化 と

点 を建物風 下 壁 面 と し x 座 標 の 正 方 向 を流 れ 方向 と し た n　　　　　　　地表濃度 C ・

H〆WH
＝2） 地 表濃度C   7

の 変化

3，実験結果　　図2に は、排出源高 さhsiH変化 に よ る 流 れ の 中心 軸上 の

地表濃度 C   2（WIH ．・2，z〜H −，118，y1Ll；O）を示 す 。排出 源 高 さが低 くな る ほ

ど建物 の す ぐ風 下 に 最 大 濃度 が現 れ て い る。Gifford（1968）tl｝は 、建物の

影響 を考慮 した 拡 散 パ ラ メ
ータ を 建物 の 正 面投影面積A（7W × 1．Dに 比例

す る と して σ
y
＝（σ

「2y
＋ cA ／π）

° s
（c・・e．5〜2の 係数；dyは 平坦 地 の 拡散パ ラ メー

タ；σ
，
も 同様）の ように 表 した。図 3に建物 の 近傍（0．5≦XII｛≦ 3）の 地 表濃

度 と排出源高さhs1H と の 対応お よ びGiffordの 拡 散パ ラメー一タ を正 規型拡

散式 に 代 入 した算定値を示 した。　図中の 実線 は W ／H；2（●印）の データ

に 対応 す る Giffordの 予測式（c．0．5）を示 した。実 験値 よ り過 小 評価 と な

る。他 の WlI の 算定値も同様 に過小値 とな る。

　こ こ で 拡散 に 有効な容積 UAc を新た に 定義 し無次元化濃度 を C  
（
・CUA／Q）で 表 し た。へは 、実験で 得 ら れ た 臓方向 と鉛 直 方 向 の 拡 散 パ

ラメー一タ を 乗 じた値 と した（A
，

＝σ
y  。図4に は、拡散パ ラ メ

ータ と W ！ll
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の 関係を 示 した。鉛直 拡散 パ ラ メータCzは 建 物下 層デ
ー

タ に 対 して 正 規
，ao ．5

分布 を 適 合 さ せ る よ う に して 求め た。図 4 を基 に 拡散パ ラ メ
ー一・タ を o

σ．＝σ．＝O，4（WfH ）
es

で 近 似す る （O．5≦ hs！H≦ 125）。図 5 に は排出高さ hs．AI
ソ　　

！
と C   ，との 関係 を示 す。C＊

Ae
は排出高 さ hs＝1．25H よ り低い 場合、概ね 　

o・o

一
定 の 値 となる 。また、そ の 値は WH が 大 き い ほ ど高い 値 を示 す、こ　　　　　　hSiH

の 地 表濃度（hstHr．−O・5〜1・25）をWH 毎に 平均 した も の を 図 6の ●印 で 示 図5　地表濃度 C ＊

A。と

した （エ ラーバ ー一
；最大値 と 最小 値〉・C  の 最大値は WH の 増加 と と もに bs1H（0、5≦ x！H ≦3）

増 え、C ’

♂^
O．25tO．05（WIH）で 表せ る。図 7 に は各 W 旧 に お ける 建物の

ご く近 傍の 地 表 最 大 濃度 の 実験値 C   2（Wind 　Tunnel）と計算値 C   2（Cal，）

を比較 した。図中 の ●印 は本報告 によ る 予測値を、O 印はGlffordの パ ラメ
ー

タを用 い た 値 を表

す。Giffordの 予 測値は 過小 評価 とな る が、本予 測 式 （¢
“

H：

＝1、51（W1 日）＋0，3）は 概ね 建物 ご く近 傍

の 地 表最大 濃度 を 予 測 して い る 。

4．ま とめ　　排出高 さhs／H と 建物 の 幅W ！Hを 変 化 させ 建 物 風 下 の ご く 近 癆に お け る （O，5≦ X！H ≦

3＞地表 の 濃 度 性 状 を風 洞実験 に よ り検討 した。そ の 結果 、新た に 拡散有効容積 UAe 〔へ宰σ
y  を

定義す る こ とに よ り、低排 出 源 （o，5≦hs1H≦ 1．25）の 無次元化濃 度 c   （＝CUへIQ）は建物幅 WA ｛＃u

に
一

定値 とな る こ と を示 し地 表 最 大 濃度 の 予 測式 を提案 した。
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図6　WH 変化 と地 表 最
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図 7　地表最大濃度 の 実

験値と 予 測値（xiH ≦ 3，

0．5≦ hs！！1≦ 〕．25）
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